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電 気伝導計算のノート
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3ヤ似品~教授との討論の宇長会をつくってくださった右山宕主，討論してく長・さつた

S研の者とん， ヒ <1ょ有益ずシンラ少なj比判をして0た￥く港谷さんは謝意左来す~~京益を

ご放示乞ひた三'いたヌ庶さん Fヤ外悦均b教度，台テガミを l市ぜりたや鳴さんは名、大.し申し

あげる.市鳥さんには，説暑にへば・ってれたま、- 返事主・さぽ'ってしまったこヒをちわび'・した

¥.) 

ー，
iつ臼つ山



中野藤生

ー{60)ー

大 献

竹中野， ~句研.金全 25 く f ヲ55)

ユ〉た Aιゐ手 K.$~ふ， J仰い，幼少.必~.Jar-. えぐ 1954)

3) 2I批ムω ヂ免ら判 中喝さえ売る大!乞送づてきた予稿.

つ中つ中つ中


